
市民まつりでの熱き交流を再び！ 

～ 愛・共生・絆 ～ 
 

平成 29年 11月 11日、12日

の両日、いこいの森公園にて

「第 17 回 西東京市民まつり」

が開催されました。好天に恵ま

れ、昨年を上回る入場者数。

今回は、明治、中央、國學院、

早稲田、法政の順で五大学が

一同に勢揃いし会場の一角に恰も大学村が出現。我が明大テントも資料

を増やし、訪問者のためにコーヒーも準備して万全の体制で臨みました。 

開場早々、明大OBや父兄の方々を始め、前、現市長及び衆参両院議

員や都議会・市議会の議員の方たち、地元各種団体役員の方々の訪問

や挨拶などがあり、担当者は応接に大忙し！ 今注目されている、10 月の

卓球大学選手権で日本一に輝いた森薗政崇選手（政経 4 年）のお母さん

が愛用のユニホームを届けてくれました。地元出身とあって、市役所にも

大きな応援の看板が立ち、今後が期待されます。ご本人は現在ドイツで研



修中とのことでした。 

更に「珍事」が起きまし

た！ 

巡回中の二人の警察

官に「明治です！応援し

て下さい！」と声を掛け

た所、「私も明治です！」との返事。何と言うことでしょう！ 公務中と判断

し、コーヒー接待は控え、情報誌を渡し瞬時の交流に感嘆した次第です。 

様々な出会いの中、最終日も夕方になり、 

他大学の後片付けが始まっても明大テントでは訪

問者の歓談が続きました。そして後片付けも最後

となり、人影も疎らになった薄暮の中、担当者全

員が輪になって肩を組んで校歌を斉唱しました。

その時です…「私も明治です！」…と男性が輪に

飛び込んで来て合唱に加わりました。平野徳司さん （昭和 58 年 政治経

済学部卒）です。早速入会して頂き、本日 17 番目の入会者となりました。

心がひとつになった、思い出に残る校歌斉唱となりました。  

（総務委員会 ： 鶴田  巖 報告） 



 

森薗政崇選手のユニフォームと共に 


